
〈優生思想をほぐす Part ２〉 

Zoom みんなで話してみよう  

「障害ある・なし」と「ジェンダー」と「産む/産まない」 

（日時：2021年１０月９日（土曜日）14時～16時 30分） 
 

７月３１日の〈優生思想をほぐす Part １〉には１００名ちかくの参加がありました。 
参加してくださった皆様には心より感謝申し上げます。 
みんなで話してみよう、との声かけをさせていただきましたのに、皆様からのご意見を十分に聞

かせていただけなかったことを申し訳なく思っています。 
一人わずか１５分という短い時間での発言でしたが、今後も継続して話し合っていきたいと思う

話題を提供させていただきました。 

Part ２以降はそれぞれの発言を深め、「みんなで話してみよう」を実践していきたいと思います。 
 
Part ２は二部構成で行いたいと思います。 
一部（14時～15時）ではテーマについて、藤原久美子さん（DPI女性障害者ネットワーク）と 
須賀ナオさん（DPI女性障害者ネットワーク）が対談形式でお話ししていただきます。 
 

「かつての優生保護法では障害のある人は子どもを生んではいけないとされてきました。 
法がなくなってもその価値観はなくなっておらず、障害のある人を苦しめてきました。  
現在では、障害のない女性に対しても、お腹の胎児の障害のある・なしで産む産まないの
選択を迫られるようになってきています。はたして、それは女性が本当に望んでいること
なのでしょうか？みなさんと一緒に考えたいと思います。 」 
 
コーディネーターは利光惠子さん（グループ生殖医療と差別）です。 
 
二部（15時 15分～16時 30分）では一部で話し合われたことについて「みんなで話してみよう」

の実践ですので、話したいと思っている人を 15名に限定し、おしゃべりに参加していただきます。 
 一部から聞いておられた方も、そのままおしゃべりを聞いていただければ、と思います。 
 
Part ３ではテーマを変えまして、見形信子さん （神経筋疾患ネットワーク）、佐々木和子さん

（京都ダウン症児を育てる親の会）からの話題提供も予定しております。 
是非話し合いに参加してみたいと思っていただければとても嬉しいです。 

 

●参加費：無料 (情報保障のためのカンパをお願いします。１口 500 円～受け付けます。何口でも感謝。 

ご協力のほど、よろしくお願いします。振込先:郵便振替口座番号：00940-1-317072 加入者名：佐々木和子） 

●予約方法：予約は名前（ふりがな必須）、連絡先（E-mail 必須）、職種・団体（任意）  

おしゃべりに参加する、又は聞くだけを明記の上、 

佐々木和子：kazuko-s@white.plala.or.jpまで申し込んでください。 

●参加は事前予約とします（予約受付は、即日から 2021 年１０月５日まで）。 

●情報保障について当日は、要約筆記があります。必要な方は、予約時にご連絡ください。 

Part ２からは対談形式になりますので、事前資料配布はありません。 
Part １の資料をご希望の方は佐々木までご連絡ください。 

●案内送付：予約された方には １０月 6日頃、案内および Zoom の URL をメールにて送信します。  

●問い合わせ先：佐々木和子  E-mail：kazuko-s@white.plala.or.jp  携帯電話：090-8208-8622 

 

主催：「優生思想をほぐす」実行委員会               
共催：グループ生殖医療と差別、京都ダウン症児を育てる親の会、 

神経筋疾患ネットワーク、DPI女性障害者ネットワーク、ＤＮＡ問題研究会、  
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